
平成３０年１月２８日（日） １８：３０～

■ 主催：津奈木町（振興課）
■ 問合せ・申込先：津奈木町役場 振興課 自立振興班

〒869-5692 津奈木町大字小津奈木2123番地
TEL：0966-78-3112(225) FAX：0966-78-3116 mail：shinohara@town.tsunagi.lg.jp

つなぎ文化センター 会議室

津奈木町 「安全・安心な食と農」 ブランドづくりセミナー

～ 小さくて強い農業で生き残る ～

環境共生型農村モデル創造事業
〔 環 境 省 「 環 境 首都 」 水 俣 ・ 芦 北 地域創造事業 活 用 〕

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

氏名 住所 連絡先

１月２３日（火）までに申込書（下表）・電話・ＦＡＸ・郵送・メール等
により下記申込先へお申込ください。

日時

場所

募集人員 ６０名程度（先着順） 参加費無料

参加申込

人口減少、貿易の自由化、農産物流
通の多様化、企業の参入など農業を取
り巻く環境は激変しています。
目指しているものはシンプルで、お

いしい野菜でお客さんに喜んでもらう
こと。派手なご馳走よりも、日々の食
卓をしっかり支える、飽きのこない味
を追求しながら、規模は小さくても私
たちにしか果たせない「機能」を担っ
ていきたい。自分たちのやりたい野菜
づくりで、お客さんに喜んでもらいた
い。
きちんと経営が成り立つ持続的な農

業や、これからの時代に地方の小規模
農業が生き残る道はどこにあるのかを
、農外から参入した講師とともに考え
ます。

講演内容

(株)久松農園
代表取締役

久松 達央 氏

1970年茨城県生まれ。慶応義塾大学経済
学部を卒業後、帝人株式会社入社。農業
法人での研修を経て、99年独立就農。
現在は8名のスタッフと共に、年間50品
目以上の旬の有機野菜を露地栽培し、契
約消費者と都内の飲食店等に直接販売し
ている。自治体や企業と連携し、補助金
に頼らないで生き残れる小規模独立型の
農業者の育成にも力を入れる。著書に『
キレイゴトぬきの農業論』(新潮新書)、
『小さくて強い農業をつくる』(晶文社)

講師紹介


